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審査要旨 (20 0 0字以内)

本論文は，ミドリイシ属サンゴの配偶平認識に関する研究を，産卵同調性及び遺伝的な観

点から研究を行ったものである.ミドリイ シ属サンゴは，同所的に多くの種が生息し，同調

して産卵する.従って，産卵時に多くの種から放出された配偶子が混在しているが，生殖隔

離が成り立っているため，同じ種由来の配偶子同士で受精が起きていると考えられる.この

受精の種特異性には配偶子認識が関わっているが，その詳細は不明なままである.本論文で

は，この受精の種特異性に関する研究を以下のように行った.

(次頁へ続く)



審査要旨

産卵同調性と配偶子認識の発達の関係性を調べるために，はじめにコユピミドリイシ

(Acropora digitifera)およびその隠蔽種(Acroporasp. 1)を用いて以下のように検証した

1)産卵時期の異なる種間の交配実験を行うために精子の凍結保存法を開発し，近縁な種間

で、の交配実験を行った.また，2)遺伝的な近縁度と交雑能の関係性を調べるために，核の

Pax-C領域を単離し，比較検討した.始めに，ミドリイシ属サンゴの凍結保存法を開発した.
その結果，コユピミ ドリイシと隠蔽種は両方向性の交雑をし，配偶子認識は非常に似通っ

ていると判断出来た.さらに遺伝的な観点からも，この2グループを比較したところ，系統

樹として個別のクレードを形成せず， 1つの大きなクレードを形成した.一方で，先行研

究の集団遺伝学的研究からは，この2グループは遺伝的に別集団とされており，種分化して

から時間が経っていないと考えられた.以上の結果は，配偶子認識の成立には，時間がある

程度かかること，異種間の配偶子が相互作用する可能性を示唆している.また，他の種とは

異なる時期に配偶子形成を行う種を判定し3 その種内多型を明らかにした.この種内多型

を示すグループは産卵時期のピークが異なり，さらに配偶子の交差性も異なっていたが，

組み合わせによっては同種同士の受精率と違いが無かった.このことから，この2グールプ

が別集団もしくは別種となりつつある可能性が考えられた.この際， 産卵時期が異なるた

め，配偶子認識が似ている可能性があった本研究は，ミドリイ シ属サンゴの種多様性の

維持に深く関わる事象を説明することに繋がる.したがって、本研究成果は理学的に有用で

ある.

申請学位論文を各審査員が熟読し内容の検討を行った結果、審査委員全会一致で申請学

位論文の成績は十分に 「合Jに値するとしづ結論に至った。また平成28年2月8日15時より

内容に関する最終試験を理学部複合棟102教室にて行った。試験は口頭発表と発表内容に関

する質疑応答を含めて60分で、あった。申請者は、発表を明確な表現で行うとともに、質問

に対して適切に返答していたため、学位論文の内容に関して充分な専門知識を習得してい

ると判断した。判定会議を審査員全員で2月10日 13時より理学部530室にて行なった。その

結果、本論文は海洋自然科学専攻における博士の学位論文として十分価値のあるものであ

ると判断され、審査委員全員一致で合とした。

本論文の提出にあたり，第一著者で査読付き国際誌に2編の論文掲載をしており要件を満た

している.


